見っともな いことの 一 つで はないで あろう か。 

『文学界』 (二月) の 座談会 は 一 種の 印象 を 与えた。 あ 

る 箇所で 気分 的に 亢ぶ つ たような ものが あると 思う と 

最後 は、 落語の 下げの ような 文句が 云われて 問題 は 出 

発 点へ 逆 もどりした まま、 おやか ましゅう、 とお 開き 

になった 形であった。 語る 人々 の 内的な 混乱 や 堂々 め 

ぐり がその ままに 示されて いる 点で、 様々 の 問題 を 与 

えていた。 

昨今 作家の 生活、 作品が 現代 一 般 人の 生活から 浮き 

離れ 読者の 関心 を 失って 来て いると いう ことの 文壇 人 

自身に よる 自覚と、 それに 対する 対策と が この 座談会 



でも 真 先に 語られて いる。 林 房 雄 氏 は、 真面目な 文学 

者 評論家 は 当今 意識的に 文壇 を 離れた が つてい る、 と 

云い、 岸 田 国士 氏 は 文壇が 重荷に なって いる、 と 明言 

して おられる。 そして、 文学が 大衆性と か 指導力と か 

を 持つ ようになる ために は、 実業家. 官吏. 軍人 等の 

真面目な 要求と 共通す る もの を 文壇に おける 中心 問題 

として 一 一年で も 三年で も 提唱し つづける という ことが 

我々 の 義務で あると いう 林 氏の 結論が 出されて いる。 

「小説の 刃 は 衂られ なければ ならない」 と、 芸術の 光 

背 を 負うて 陸離た るが 如く あ つ た 室 生 犀 星 氏が、 近頃 

の 抱負と して 「家で はよ き 父で あり 夫で あり、 規律 を 



割 を 果してい る 日本の 官僚と いう ものが、 その 発生の 

歴史に おいて ョ— 口 ツバ 近代 諸国の それと は異 り、 日 

本の 特別な 近代化の 過程で 生じた ものである こと は、 

長 谷川 如是 閑 氏の 説明 (読売、 座談会) でも 明らかで 

ある。 明治の 文化的 相貌 も、 当時の 所謂 金時計に 山 高 

帽子の 官 員さん の 全面的 登場と ともに、 次第に 変化し 

た。 新しい 日本の 文学が 分化し、 まとまり はじめた 頃 

は、 既に その 作品の 中に、 野暮で 厚かましい 官 員さん 

に対する 庶民的 反撥の 感情 ( 一 葉) やそれ に対する 庶 

民 的 憧憬. 追随の 感情 (紅葉) が 反映す るよう になつ 

て 来たので あった。 普通 一般人の 生活 感情と それ を 語 



者の 栄華が 目立った 時期で ある。 文学者の 世界 は 当時 

の 権柄なる 者に とつ て もはや 自身の 啓蒙の ために も、 

支配の ために も 必要が なくなつ ており、 人間 並に 扱わ 

れ なかった。 作家 は 作家と しての 軽侮 を もって これに 

報いた ので はあった が、 経済. 政治 生活からの 閉め出 

し は、 客観的に は 紅葉 を 再び 魯 文に 近いと ころへ 押し 

戻した。 俗輩 ども を 無視す る 作家と しての 誇り を、 紅 

葉 は 自身の 文学的 感覚、 教養に 認める しかなかった の 

であるが、 ョ ー 口 ツバ 文学 は 未だ 彼の 血と なり 切って 

おらず、 境遇 的 事情 もあって、 彼 は 自身 を 通人と して、 

文人と して 伝統の 裡に 活かしめ たのであった。 



てま だ 一度 も 人間ら しい 人間と しての 自覚、 活動の 歓 

喜 を 味った ことのない 日本の 知識人の 生活 感情の 裡に 

は、 綿々 として 尽きず、 人間性に おいて 成り 成らん と 

する 意欲が 蠢 いている。 日本の 自然主義 作家が、 一 

度 は 確立され た 自我に 向って 振う 痛烈な 自己の 鞭打の 

精神力 を もち 得ず、 低く 日常茶飯事 を 観照し 写実的 作 

用 を 営む ところに 定着して しまった (田 山 花 袋) の は、 

理由ない ことではなかった。 

明治 四十 年から 十 年間に 亙る 旺盛な 文学 活動に おい 

て、 夏 目 漱石は 日本文学の 上に 初めて、 自我 を 批判す 

る 目 を もった 自我の 姿 を 提出した。 人間性の ひき 上げ 



文学の 領域に おいて は その 分野に おける 権威者と して 

自己 を 主張した 気概が 窺 われる ので ある。 

然しながら、 漱 石が、 人間性のより 高さへの 批判 を 

もって 観察した 現実の 自我 は、 社会の 諸 制約に よって 

歪み、 穢 され、 細分され、 自我と 利己との 分別 を さえ 

弁えぬ 我と 我との 確執、 紛糾であった。 彼が 晩年 「明 

暗」 を 執筆して いた 頃の 日記に は、 この 偉大な 芸術家 

の 内心 を さえむ しばまずに いなかった 日本 文化の 矛盾 

が 露出して ぉリ、 殆ど 肌に 粟 を 生ぜし める ものが ある。 

漱石 は、 ブル ジ ョァ. リアリスト として 自分の 最高の 

到達 点で 「明暗」 の 驚くべき 冷静、 緻密な 描写 を 運び 



ムの 問題、 純粋 小説の 提唱、 能動的 • 行 動的 精神の 翹 

望が 次々 に 叫ばれつ づけて 来たので あるが、 文学の 実 

際の 復興 は 困難に めぐりあ つ た。 

プロレタリア 文学 運動 を 退潮せ しめた 力 は、 社会 情 

勢の 有機体の 内で やはり ブル ジ ョ ァ 文学 を も 萎縮 させ 

ざる を 得ない 実際と なった。 一般人の 生活水準の 低下 

と 社会的 自主性の 低減 は、 日本の ブル ジョァ 文学の 独 

特な 伝統が、 ョ— 口 ツバの イツ ヒ- ロマンと はまた 異っ 

た 歴史 性 を もつ 私小説に ついて 自我の 啓発、 探求 を も 

とめて いるに かかわらず、 遂に 芸術の 中に 語る に 足る 

だけの 自我の 内容と 発動と を、 作家 生活の 実質から 喪 



済の 時代で あり 物々 交換 時代で あり、 現実に 今日 私た 

ちの 生きる 社会の 機構と くらぶべ くもない。 万 葉の 精 

神 を 唱える 作家 自らが それ を 抽象的 情熱と、 認めざる 

を 得ない 理由もう なず ける ので ある。 

『読売 新聞』 に、 この 一 月 座談会 記事が 連載され てい 

た 間の 或る日 「てんぼうだい」 に 一読 者よ リ としての 

投書での せられて いた。 「前略、 万 葉 古義 を斿 える こ 

とも 勿論 立派な 仕事と 思います が、 而し 民衆 はそう い 

う (文化的な) ものよりも、 もっと 生活に 喰い こんだ 

もの を 求めて いるので はないで しょうか。 略」 

ぼんやりした 表現で 書かれて いた けれども、 私の 印 



象に のこった。 『文学界』 の 座談会で 小 林 秀雄氏 は 

「やっぱり でたらめ でもい いから 嗾 しかける 者が な 

き や だめ だ。 (中略) やっぱり 民衆のお 尻 をく すぐら 

なきや 駄目 だ。 いまお 尻 をく すぐるよ うな 批評家が 現 

われな けり や 駄目 だ」 と 力説して おられる が、 民衆 を 

どのような 方面へ 嗾 しかけ、 尻 をく すぐって どうしょ 

うと 云う のであろう か。 

山 本 有 三 氏 は 或る 意味で 大衆に 愛読され ている 作家 

である。 しかし それ は、 志賀暁 子の 公判に 検事が 「女 

の 一 生」 に ふれた からではなくて、 山 本 氏が 氏と して 

の 誠意と 研究と を もって この 社会に 対してい る 真実 さ 



している ように、 作家の 惨めな 姿 そのものが 抗議で あ 

ると。 

だが、 この こと も、 自身の 置かれて いる 境遇 を 自覚 

し、 抗議と して 生存して いる 明瞭な 意欲と、 それに 応 

じた 動きが あ つ て 客観的に なりた つ ことで あると 思う _ 

日本の 文学 は 明らかに 一 つの 画期に 来て いるので あ 

るが、 「抽象的 情熱」 によって 日本的な もの を 探求し つ 

つ ある 作家た ちが、 生活の 必要から 具体的に は どのよ 

うに 動く のであろう かと、 注目 を ひかれる。 より 多く 

より 深く 我が 骨を埋 むべき 日本 を 具体的に 知ろうと 欲 

している もの、 愛 こそ は 具体的で あると 信じて いる も 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 一 巻」 新 日本 出版社 

1980 (昭和お) 年 ー 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 発行 

親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 七 巻」 河 出 書房 

1951 (昭和^) 年 7 月 発行 

初出 ： 「文芸 春秋」 

1937 (昭和 匸) 年 3 月 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 来 田 進 

2 003 年 2 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



